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Studies on the chemica] composilion of plants asso-
Ciated with flower bud formation
園芸学会雑誌第8巻第2号 337~3妬
10 園芸学会
炭水化物窒素比率説の新しい解説法
農業及園芸第26巻第5号郭7~脇8
賢堂2 、f
新しい観点から見た栄養生長と有性生殖
園芸技術新説 749~768
20 1安竪堂
現代生物学大系10 植物の生理,生姉生理
生化学 378~402 25 中山書店
N肝勿の化学調節第4巻第1号10~19柚物の忰の分化
10 植物化学調節研究会
A preliminary report on the effects of summer
Pinching upon the carbohydrate and nitrogen contents
Of the ]apanese pear shoots
園芸学会雑誌第4巻第2号1~8
8 園芸学会
果樹の所芽並枝の伸長と養分の流動・蓄積との関係
園芸学会雑誌第13巻第1号15~23
9 匪1三ミe笄イト
リソゴ国光の裂果の発生機祁郭こ関する研究
農業及園芸第27巻第7号67~68
2 養 1寳堂
果樹の隔年結果と枝の成分の関係(りソゴ)
果樹の隔年結果に関する研究成鎖
2 永沢勝雄i井 3~4
Physio]ogical factors associated wlth the shoot
growth of apple れ'ees
Tohoku Jour. Agr. Res
V01.13, NO.1,1 ~21
20 東北大学農学部
果樹の隔年結果防止に鬨する研究①
柿の生産力のイ」才↓Ⅱこついての調査成菰
農業及園芸第3]巻第2号2釘~270
4 養賢堂
カンの枝の果芽形成能力
農業及園芸第31巻第8号'1119~Ⅱ20
1955 月伊東秀夫
1968
1969
4児伊東秀夫
3月伊柬秀夫
19337月 Y.
H.
1912
Asaml and
RO
伊東秀夫,藤田克
治
3月
1952
伊東秀夫,榎園光
夫
伊東秀夫,加藤徹
橋木恵次
伊東秀夫
賢矩t
7月
19574月
19624月 Toru Kato and
Hideo lto
19562月
1956
伊東秀夫,大垣智
昭,梁田容子
8門
??
??
21 9 5 8
6  j ]
1 9 5 8  ] 2 月
伊 東 秀 夫 , 藤 田 克
治 , 大 垣 智 昭
1 9 6 3
伊 東 秀 夫 , 藤 田 克
治 , 大 垣 智 昭
3 月
温 州 蜜 柑 の 隔 年 結 果 防 止 に 関 す る 研 究 ( 第 1 帳 )
花 芽 の 分 化 時 期 に つ い て
園 芸 学 会 雑 誌 第 2 7 巻 第 2 号 叫 ~ 1 0 0
フ 「 列 芸 学 会
温 州 蜜 柑 の 隔 年 結 果 防 止 に 関 す る 研 究 ( 第 2 報 )
花 芽 の 分 化 感 応 期 問 に つ い て
園 芸 学 会 雑 誌 第 2 7 巻 第 4 号  2 4 9 ~ 2 郭
7  匝 1 豆 ミ ー 1 女 会 ;
" ' 州 蜜 判 の 隔 年 結 果 防 止 に 関 す る 研 究 ( 第 3 報 )
淵 ψ 忙 叢 柑 園 の 隔 年 結 果 状 態 , そ の 収 吊 構 成 な ら び に 結 実
と 翌 年 の 着 花 率 , 結 果 枝 率 に つ い て
園 芸 学 会 雑 誌 第 3 2 巻 第 1 号
1 3 ~ 1 9
7  園 云 学 会
温 州 蜜 柑 の 隔 年 結 果 防 止 に 関 す る 研 究 ( 第 4 + め
体 内 成 分 の 季 節 的 変 化 に つ い て
圈 芸 学 会 雑 誌 第 3 2 巻 第 3 号  1 5 7 ~ 1 6 7
H  園 芸 学 会
温 州 蜜 柑 の 隔 年 結 果 防 止 に 関 す る 研 究 ( 第 5 * 脚
摘 花 果 お よ ぴ 収 穫 時 期 と 花 成 に つ い て
園 芸 学 会 雑 誌 第 3 4 巻 第 1 号
1 ~  8
8  陸 1 三 ミ e } を イ §
温 州 蜜 糾 の 隔 年 結 果 防 止 に 関 す る 研 究 ( 第 6 ゛ 脚
窒 素 ・ り ソ 酸 お よ び 加 里 吸 収 量 の 季 節 的 消 長 に つ い て
園 芸 学 会 雑 誌 第 3 5 巻 第 1 号
8  ~ 1 8
1 1  園 芸 学 会
温 州 蜜 柑 の 隔 年 結 果 防 止 に 関 す る 馴 究 ( 第 7 帳 ) 秋 冬 期
に お け る り ソ 酸 ・ カ リ 溶 液 な ら び に 機 械 油 乳 剤 の 葉 面 撒
布 と 花 成 園 芸 学 会 雑 誌 第 3 6 巻 第 2 号  1 6 1 ~ 1 6 9
9  園 芸 学 会
温 州 蜜 柑 の 隔 年 結 果 防 止 に 関 す る 研 究 ( 第 8 * 脚
摘 果 ・ 施 肥 ・ 明 定 の 組 合 せ に よ る 隔 年 結 果 防 止 効 果
園 芸 学 会 雑 誌 第 3 7 巻 第 4 号  3 1 2 ~ 3 1 8
7  園 芸 学 会
火 山 灰 士 壊 に 於 け る 桃 の 生 態 調 査 ( 第 1 幸 脚
農 業 及 園 芸 第 2 7 巻 第 1
号
フ フ ~ 7 8
2  i 安 , {
堂
火 山 灰 士 壌 に 於 け る 桃 の 生 態 調 査 ( 第 2 報 )
特 に 黒 士 の 肝 位 の 異 る 園 の 土 壌 性 質 が 根 群 及 地 上 部 に 及
神 奈 川 県 農 事 試 験 場 園 芸 部 研 究 帳ぼ す 影 瓣
号
告 第 1
6 8 ~ 7 8  1 1
相 1 奈 川 農 試 園 芸 分 場
火 山 灰 士 壌 に 於 け る 桃 の 生 態 調 査 ( 第 3 帳 )
枝 梢 の 発 育 , 花 芽 形 成 及 び 果 実 の 発 育 に 及 ぼ す 士 壌 の 化
袖 奈 川 県 農 事 試 験 場 園 芸 部 研 究 報学 的 性 質 の 影 都
告 第 2 号  1 6 ~ 2 5  1 0
神 奈 川 農 試 園 芸 分 場
大 埴 智 昭 , 藤 田 克
治 , 伊 東 秀 夫
1 9 6 3
9 月
1 9 6 5
大 垣 智 昭 , 藤 田 克
治 , 伊 東 秀 夫
3 月
1 9 6 6
大 垣 智 昭 , 藤 田 克
治 , 伊 東 秀 夫
3 月
1 9 6 7
大 垣 智 昭 , 藤 田 克
治 , 伊 東 秀 夫
6 月
1 9 6 8  1 2 月
大 垣 智 昭 , 應 田 克
治 , 伊 柬 秀 夫
1 9 5 2
大 垣 智 昭 , 藤 田 克
治 , 伊 東 秀 夫
1 月
1 9 5 3
伊 東 秀 夫 , 大 垣 智
昭 , 渡 辺 照 夫
伊 束 秀 夫 , 大 垣 智
昭 , 辰 野 幸 雄 , 他
3 月
1 9 5 4
3 月 伊 東 秀 夫 , 大 垣 智
昭 , 辰 野 幸 雄 他
19693月 Hideo lto, Yosie
Motomura, Yosit-
aka Konno and
Tomio Hatayama
19632月伊東秀夫
1962
3
Exogenous gibba'eⅡin as respon冒ible for the seedless
berry development of grapes
1. physio]ogical studies on the seedless berry
deve]opment of De]aware grape
Tohoku ]our. Agr' Res.
V01.20,NO.1,1~18 18 東北大学農学部
荷の花芽分化促進と温度及び日長の関係
農業及園芸第38巻第2号291~294
9月 Hide0 110 and
Takasi saito
12月伊束秀夫19、12
1953
Studies on the aower formation in the strawberry
Plants
1. E丘ects of temperature 飢d photoperlod on the
f]ower formation Tohoku Jour. Agr, Res'
V01.13, NO.3,191~203
B 東北大学農学部
生理的落果の原因の研究
園芸学会雑誌第13巻第4号298~308
Ⅱ園芸学会
疏菜の育ち方と士の理学的性質の関係
疏菜園芸新説7↓~80 7 朝倉占店
園芸作物の発育ならびに結実と士質との関係
1.蕃1叔の茎の分岐性に関する実験的研究
園芸学会雑誌第13巻第2号Ⅱ0~Ⅱ6
7 園芸学会
園芸作物の発育ならびに結実と士質との関係
2.培養士の理学的性質に関する実験的列究
園芸学会雑誌第15巻第1号89~96
8 1ヌ可生ミー学ど1'雰
園芸作物の兆育ならびに紬実と士質との関係
3.士質とトマトの生育,結実に関する実験的研究
農業及園芸第25巻第4号 330
賢堂:丁二1
ナス類(トマト・ナス・ピーマソ)の花の分化と発育
野菜の発育生理と栽培技術288~313
26 誠交堂
新光社
トマトの生育ならびに開花・結実に関する研究(第1ネ脚
育苗期の温度が生育ならびに開花・結実に及ぼす影響
園芸学会雑誌第31巻第4号3船~314
12 園芸学会
トマトの生育ならびに開花・結実に関する研究(第2報)
育苗剣の日長と光の強さが生育ならびに開花・結実に及
園芸学会雑誌第32巻第1号四~60ぼす影瓣
12 園芸学会
19-12
5打 伊東秀夫
伊東秀夫6月
19↓13月伊東秀夫
19505月伊東秀夫,加藤徹
Ⅱ月伊東秀夫,斎藤隆1967
12月斎藤隆,伊東秀夫1962
19633月 斎膝隆,畑山富男,
伊東秀夫
賢堂
? 」???
41 9 6 3
6 月
1 9 6 3
斎 藤 隆 , Ⅷ 山 富 男
伊 東 秀 夫
9 月
斎 藤 隆 , 今 野 義 孝
伊 東 秀 夫
1 9 6 3  1 2 月
ト マ ト の 生 育 な ら ぴ に 聞 花 ・ 結 実 に 関 す る 研 究 ( 第 3 報 )
育 直 騒 明 の 窒 素 , 燐 酸 , 加 里 の 施 用 量 が 生 育 な ら び に 花 芽
形 成 に 及 ぼ す 影 郷 園 芸 学 会 雑 誌 第 3 2 巻 第 2 号 1 3 1 ~ H 2
1 2  園 云 学 会
ト マ ト の 生 育 な ら び に 開 花 ・ 結 実 に 関 す る 研 究 ( 第 4 幸 脚
育 苗 期 の 床 士 の 肥 疫 , 渚 水 量 船 よ び 株 間 が 生 育 な ら び に
開 花 ・ 結 実 に 及 ぼ す 影 都
園 芸 学 会 雑 誌 第 3 2 巻 第 3 号 玲 6 ~ 1 9 6
1 2  園 芸 学 会
ト マ ト の 生 育 な ら び に 開 花 ・ 結 実 に 関 す る 研 究 佛 5 ゛ 愉
生 育 な ら び に 花 芽 形 成 に 刈 す る 子 葉 , 未 熟 葉 お よ び 成 熟
園 芸 学 会 雑 誌 第 鍵 巻 第 4 号 3 2 1 ~ 3 3 3葉 の 役 割
1 3  園 芸 学 会
ト マ ト の 生 育 な ら び に 開 花 ・ 結 実 に 関 す る 研 究 ( 第 6 * 脚
生 育 な ら び に 花 芽 形 成 に 及 ぼ す 植 物 生 長 胴 整 物 質 の 影 縛
園 芸 学 会 雑 誌 第 3 5 巻 第 3 号 2 4 7 ~ 2 5 9
1 3  園 芸 学 会
ト マ ト の 生 育 な ら び に 開 花 ・ 結 実 に 関 す る 研 究 ( 第 7 ゛ 田
生 育 な ら び に 花 芽 形 成 に 対 す る 核 酸 , 核 酸 構 成 物 質 お よ
び 核 酬 七 謝 阻 害 剤 の 影 糾
園 芸 学 会 雑 誌 第 3 5 巻 第 4 号 3 7 1 ~ 3 7 8
8  園 芸 学 会
ト ヤ ト の 生 育 な ら び に 開 花 ・ 結 実 に 関 す る 研 究 ( 第 8 報 )
花 芽 形 成 に 関 す る 生 理 学 的 研 究
園 芸 学 会 雑 姦 第 3 6 巻 第 1 号 7 9 ~ 9 0
1 2  園 芸 学 会
ト マ ト の 生 育 な ら び に 開 花 ・ 結 実 に 関 す る 研 究 ( 第 9 〒 脚
花 の 形 態 ・ 機 能 お よ び 落 花 に 及 ぼ す 幼 苗 刈 の 喋 境 条 件 の
園 芸 学 会 雑 誌 第 3 6 巻 第 2 号
1 9 5 ~ 2 0 5
影 縛 ①
Ⅱ 園 芸 学 会
ト マ ト の 生 育 な ら び に 開 花 ・ 結 実 に 関 す る 研 究 ( 第 1 叫 脚
花 の 形 態 ・ 機 能 お よ び 落 花 に 及 ぼ す 幼 苗 期 の 環 境 条 件 の
園 芸 学 会 雑 誌 第 2 6 巻 第 3  号 2 8 1 ~ 2 S 9
影 粋 ②
9  園 芸 学 会
キ ュ ウ リ の 峨 俳 モ ・ 齢 花 寸 鯏 生 花 の 分 化 を 支 配 す る 条 件 の
園 芸 学 会 雑 誌 第 2 2 巻 第 3 号 1 3 8 ~ 1 U
研 究  1
7  園 芸 学 会
キ ニ ウ リ の 雌 花 ・ 雄 花 ・ 両 性 花 の 分 化 を 支 配 す る 条 件 の
研 究  1  キ ュ ウ リ の 花 の 性 の 決 定 な ら び に 転 化 に 関 す
園 芸 学 会 雑 誌 第 2 3 巻 第 2 号 6 5 ~ 7 0
る 解 剖 学 的 研 究
6  園 芸 学 会
キ ュ ウ リ の 雌 花 ・ 雄 花 ・ 両 性 花 の 分 化 を 支 配 す る 条 件 の
研 究  1 1 . 生 育 な ら び に 花 の 性 決 定 に 対 す る 生 長 物 質 の
園 芸 学 会 雑 誌 第 2 5 巻 第 2 号 1 0 1 ~ Ⅱ 0
作 用 ①
1 0  園 芸 学 会
1 9 6 6
斎 藤 隆 , 伊 東 秀 夫
9 月 斎 藤 隆 , 伊 東 秀 夫
1 2 月 斎 藤 隆 , 伊 東 秀 夫
1 9 6 6
1 9 6 7
3 月
1 9 6 7
斎 藤 隆 , 伊 東 秀 夫
6 月 斎 藤 隆 , 伊 東 秀 夫
1 9 6 7
9 月
1 2 月 伊 東 秀 夫 , 加 藤 徹
1 9 5 3
斎 藤 隆 , 伊 東 秀 夫
1 9 5 4
9 月
1 9 5 6
伊 来 秀 夫 , 加 藤 徹
橋 木 恵 次 , 斎 藤 隆
9 月 伊 東 秀 夫 , 斎 藤 隆
512月伊東秀夫,斎藤隆キュウリの心花・雄花・両性花の分化を支配する条件の1956
研究Ⅳ.生育ならびに花の性決定に対する生長物質の作
園芸学会雑誌第25巻第3号141~151用②
11 園芸学会
3月伊東秀夫,斎藤隆キュウリの雌花・餅材モ・両性花の分化を支配する条件の1956
研究 V.摘芯および生長開整物質の添加が雄花叢に及
ぼす影響の研究園芸学会雑誌第25巻第4号213~220
8 園芸学会
4月伊東秀夫,斎藤隆キニウリの此鮮E・雄花・両性花の分化を支配する条件の1957
研究Ⅵ.苗の発育時捌別に見た日長と夜温の影響
園芸学会雑離第26巻第1号 1~8
8 園芸学会
9打伊東秀夫,斎藤隆キュウリの雌花・雄花・両性花の分化を支配する条件の1957
研究Ⅶ.育苗期間中の短期間の長日,問夜温処理が花
の性に及ぼす影響園芸学会雑誌第26巻第3号U9~153
5 1玉1ξ云ミι丁一4さ
12月伊東秀夫,斎度隆キュウリの雌花・雄花・両性花の分化を支配する条件の1957
研究Ⅷ.育苗捌間中の短期間の長日,高夜温処理とホ
ルモソ斉嘱孜布の組合わせが花の性に及ぼす影瓣
園芸学会雑誌第6巻第4号209~214
6 園芸学会
3月伊東秀夫,斎藤隆キュウリの雌花・雄花・両性花の分化を支配する条件の1958
研究Ⅸ.育苗剣の日長,夜温と窒素施用量及び湛水量の
影習に関する研究園芸学会雑誌第27巻第1号Ⅱ~20
10 園芸学会
3月斎藤隆,伊束秀夫キュウリの雌花・雄花・両性花の分化を支配する条件の1961
研究 X.暗期の影鴛の研究
園芸学会雑誌第30巻第1号 1~8
8 園云学会
6月斎藤隆,伊東秀夫キュウリの雌花・雄花・両性花の分化を支配する条件の1961
研究 M.葉の役割について
園芸学会雑誌第30巻第2号 137~146
10 園云学会
Factors responsible for the sex expression of theHideo lto nd1960 12月
Cucumber plant 刃1. physi010gicalfactors associatedTakasi saito
Wit11 the sex expression of flowers
Tohoku Jour. Agr. Res.
V01.11, NO.4,287~308 22
東北大農学部
12月斎藤隆,伊東秀夫キュウリの雌花・雄花・両性花の分化を支配する条件の1963
研究 X1Π.花の性の分化に関する生理学的研究
園芸学会雑誌第32巻第4号278~290
13 園芸学会
61 9 6 4
3 月
T a k a s i  s a l t o  a n d
H i d e o  l t o
1 9 5 4
3 月 伊 東 秀 夫 , 斎 藤 隆
1 2 月 伊 東 秀 夫 , 斎 藤 隆
1 9 6
F a c t o r s  r e s p o n s i b l e  f o r  t h e  s e x  e x p r e s s l o n  o f  t h e
C u c u m b e r  p l a n t  x l v .  A u x i n  a n d  g i b b e r e Ⅱ i n  c o n t e n t
i n  t h e  s t e n ]  a p e x  a n d  t h e  s e x  p a t t e r n  o f  a o w e r s
T o h o k u  J o u r .  A g r .  R e s .
V 0 1 . 1 4 ,  N O . 4 . 2 2 7 ~ 2 3 9  1 3
東 北 大 学 農 学 部
果 樹 , 疏 菜 に 対 す る 生 長 調 制 物 質 利 用 の 研 究
1 . キ ュ ウ リ の 慨 畔 モ 着 生 促 進 に 対 す る ホ ル モ ソ 剤 の 利 用
農 業 及 園 芸 第 2 9 巻 第 3  号 4 2 9 ~ 4 3 1試 験
賢 堂
3
! _ 三
キ ュ ウ リ の 雌 剣 鮮 E の 分 化
1 9 5 4
3 月
1 9 4 4
伊 東 秀 夫 , 橋 本 恵
次 , 藤 井 健 雄 他
伊 東 秀 夫 , 士 屋 四
郎
伊 東 秀 夫 , 士 屋 四
郎
1 9 4 7
3 月
1 9 4 8
胡 瓜 品 種 の 生 態 的 研 究
疏 菜 品 種 の 生 態 的 分 化 に 関 す る 研
5  養 賢 e究  1 ~ 5
甘 藷 の 塊 根 形 成 に 関 す る 研 究 ( 1 ~ 2 )
園 芸 学 会 雑 誌 第 1 5 巻 第 2 , 3 , 4 号
3 0  園 芸 学 会
2 0 1 ~ 2 3 0
甘 藹 の 塊 根 形 成 に 関 す る 研 究
③ 甘 詣 の 塊 根 形 成 に 及 ぼ す 環 境 条 件 の 影 郷 の 研 究
園 芸 学 会 雑 誌 第 1 6 巻 第 1 ・ 2 号
1 5  園 芸 学 会
1  ~ 1 5
、 H 1 署 の 塊 根 形 成 に 関 す る 研 究
④ 塊 根 発 達 過 程 の 研 究
園 芸 学 会 雑 誌 第 1 7 巻 第 3 , 4 号
1 5  園 云 学 会
1 4 6 ~ 1 6 0
P h y s l 0 1 0 g i c a l  f a c t ω ' s  i n  t h e  t u b e r o u s  r o o t  f o r m a t l o n
O f  t h e  s w e e t  p o t a t o  p l a n t
T o h o k u  J o u r .  A g r .  R e s
V 0 1 . 1 0 , N O . 4 , 3 3 3 ~ 3 4 5  1 3
東 北 大 学 農 学 部
甘 藷 の 塊 根 形 成 に 関 す る 研 究 第 1 報
農 業 及 園 芸 第 2 0 巻 第 1 号  4 9 ~ 5 0
2  養 賢 堂
け 諮 の 塊 根 形 成 に 関 す る 研 究 第 2 報
水 耕 栽 培 法 に よ る 甘 ' 詰 の 塊 根 形 成
農 業 及 園 芸 第 2 1 巻 第 1 号  1 3 ~ 1 4
堂
2  1 安 貝
甘 諸 の 塊 根 形 成 に 関 す る 研 究 第 3 雜
け 藷 の 種 藷 の 大 さ に 関 す る 研 究
農 業 及 園 芸 第 2 1 巻 第 4 号 1 3 9 ~ 1 4 0
2  養 賢 堂
柏 物 生 理 第 4 巻 第 3 号  1 4 1 ~ 1 5 2
1 2  植 物 生 理 学 会
1 9 5 9  1 2 月
伊 東 秀 夫 , 士 屋 四
郎 , 森 田 義 彦 , 林
隆 之 助 , 鈴 木 耕 三
H i d e o  l t o  a n d
T o r u  K a t o
1 9 4 5
1 月 伊 東 秀 夫
1 9 4 6
1 月 伊 来 秀 夫
1 9 4 6
4 児
伊 東 秀 夫 , 士 屋 四
郎
19466月 伊東秀夫,森田義
彦,鈴木耕三,
林隆之助
伊東秀夫19467月
1947
甘藷の塊根形成に関する研究第4報
塊根の発生並発達過程の解剖学的研究
農業及園芸第21巻第6号243~2妬
3 三是賢堂
甘藷の塊根形成に関する研究第5帳
種藹の大さ,形状と表面積の関係の研究
農業及園芸第21巻第7 号289~290
2 1墜賢工t
3月 伊東秀夫,士屋四
郎
19483月 伊東秀夫,土屋四
郎
1948
廿精の塊根形成に関する研究第6桜
抽苗時期に関する研究
農業及園芸第22巻第3号
I i宅
4月 伊東秀夫,士屋四
郎
1949
甘謡の塊根形成に開する研究第7・縦
苗の質に関する研究①
農業及園芸第23巻第3 号176~178
3 養賢堂
甘藷の凱根形成に関する研究第8縦
苗の質に関する研究②
農業及園芸第23巻第4号2U~242
4打伊東秀夫
1947
7
9月伊東秀夫,森英男
14510月Hideo lto and
Toru Kato
1961
サツマイモの摘心を行う目的と効果
農業及園芸第24巻第4号 284
雫そ堂1 1遁
・"'藷の塊根の肥大生長と通気について
農学第1巻第7・号435~438 4 朝倉書店
The physi010gicalfoundatlon of the tuber formatlon
Tohoku Jour. Agr. Res.Of potato
V01.2, NO.1,1~14 14
東北大学農学部
bet、veen gibbereⅡln and dormancy ofInterrelatlons
Tohoku ]our. Agr.Res.Potato tuber
V01.12, NO.1,1~8 8
東北大学農学部
MHは玉葱に刻Lてどう効くか
農業及園芸第29巻第6号759~762
3月 Toru Kato and
Hideo lto
1954
133
賢堂
6月伊東秀夫
1961
養賢魯
伊東秀夫,今津正
荒西能久他
賢堂
タマネギの採種量拙成要素に関する研究
A.地域的な気象条件が採種に及ぼす影縛
疏菜採種量の構成要素及び採種喋
境の後作用に関する研究 1~4
4 審t賢井!
?
?
81 9 6 1
伊 柬 秀 夫 , 今 津 正
荒 西 能 久 他
1 9 6 1
伊 東 秀 夫 , 今 津 正
荒 西 能 久 他
1 9 6 1
タ マ ネ ギ の 採 種 量 構 成 要 素 に 関 す る 郁 究
B . 地 域 に 於 け る 採 種 障 害 要 因 の 分 析
疏 菜 採 種 量 の 構 成 要 素 及 び 採 種 環
境 の 後 作 用 に 関 す る 研 究
5 ~ 9
5  養 賢 労 t
伊 東 秀 夫 , 今 津 正
藤 下 典 之 他
1 9 6 1
タ マ ネ ギ の 採 種 量 構 成 要 素 に 関 す る 研 究
C . 採 種 地 を 異 に す る 種 子 の 生 産 力
疏 菜 採 種 量 の 構 成 要 素 及 び 採 種 環
境 の 後 作 用 に 関 す る 研 究  1 0 ~ Ⅱ
2  養 賢 卦 ?
一 寸 ソ ラ マ メ の 本 場 , 場 述 い 種 子 に 関 す る 研 究
B . 場 違 い ・ 一 作 産 稲 子 の 大 き さ 及 び そ の 後 作 用
疏 菜 採 種 量 の 枇 成 要 素 及 び 採 種 環
境 の 後 作 用 に 関 す る 研 究  6 2 ~ 能
7  養 餐 悼 !
サ イ ト ゥ に 於 け る 採 種 環 境 の 後 作 用 に 関 す る 研 究
疏 菜 採 種 量 の 構 成 要 素 及 び 採 種 環
境 の 後 作 用 に 関 す る 研 究  7 8 ~ 詑
5  養 皇 丕 堂
白 菜 の 品 種 生 態 疏 菜 園 芸 新 説 3 1 3 ~ 3 1 8 6  朝 倉 書 店
ハ ク サ イ の 結 球 現 象 の 研 究 ①
光 と 結 球 現 象 の 鬨 係 に つ い て の 実 験
農 業 及 園 芸 第 2 5 巻 第 8 号
6 8 2
贇 堂
1  辛 f
3 月
1 9 5 3
1 9 5 0
伊 東 秀 夫 , 沢 田 英
八 鍬 利 郎 他
= L
仁 t  ,
定 児 予 卦 之
5 月
9 月
伊 東 秀 夫
伊 東 秀 夫 , 加 藤 徹
1 9 5 1
7 月 伊 東 秀 夫 , 加 藤 徹
1 9 5 2
9 月 伊 東 秀 夫
1 9 5 4
3 児
ハ ク サ イ の 結 球 現 象 の 研 究 ②
生 長 ホ ル モ ソ と 結 球 現 象 と の 関 係 に 関 す る 実 験
農 業 及 園 芸 第 2 6 巻 第 7 号 7 7 1 ~ フ 7 2
1 9 5 7
伊 東 秀 夫 , 加 藤 徹
藤 井 健 雄 他
9 月 伊 東 秀 夫 , 加 藤 徹
育 ち 方 か ら 見 た ハ ク サ イ の 増 収 技 術
農 業 及 園 芸 第 2 7 巻 第 9 号 1 0 0 5 ~ 1 0 0 8
4  亨 '  t 妥 元 き :
結 球 ハ ク サ イ 品 郡 の 生 態 的 分 化 に 関 す る 研 究
疏 菜 品 郁 の 生 態 的 分 化 に 関 す る 研
究  3 3 ~ 3 8 6  1 _ 宅 賢 堂
白 莱 の 結 球 現 象 に 関 す る 佃 究
結 球 の 組 織 学 的 詑 び に 生 理 学 的 研 究
園 芸 学 会 雑 誌 第 2 6 巻 第 3 号 1 5 4 ~ 1 6 2
9  f 圖 妾 ミ ー } 皇 4 さ
果 枯 卜 疏 菜 に 対 す る 生 長 調 制 物 質 利 用 の 研 究 ( 第 2 報 )
2 . タ マ ナ の 花 芽 形 成 並 に と う 立 ち 防 止 に 利 用 す る 試 験
農 業 及 園 芸 第 3 1 巻 第 5 号  7 2 1 ~ 7 2 2
2  1 是 賢 堂
1 9 5 6
5 月 伊 東 秀 夫 , 斎 藤 隆
?
? ?
12月伊束秀夫19↓7
196112月
1966
Hideo lto and
Takasi saito
9月
9
廿藍の結球性と早期抽苔性その遺伝と生理的機描に就
農学第1巻第10号郭4~560 7 朝倉書店いて
Time and temperature factors for the aower for-
mation in cabbage Tohoku Jour. Agr. Res
V01.12.NO.4,297~316 20
東北大学農学部
Time and temperature factors for the flower forma-
tion in cabbage Ⅱ. The site of vernalization and
the nature of vernalization sensitivlty
Tohoku Jour. Agr. Res.
V01.17 NO.1.1~15 15
東北大学農学部
廿隆の苗と温度に関する研究
農業及園芸第37巻第4号635~637早剣抽芥の原因
養賢堂
the chemlcal changes ofThe developm nt and
by temperature,1ight and]ettuce as influenc d
Special teference to the headnutrient sul〕 ly w th
園芸学会雑誌第7巻第1号58~71formatlon
14 園芸学会
associated with the flower induction lnFactor
Tohoku Jour. Agr. ResIe杜Uce
V01.11 NO.2.51~65 15
東北大学農学部
施設園芸地帯別成立要因 7.宮城県 8.山形県
施設園芸地帯別成立要因211~262
訟束大農園芸学教室
Physi010gica】 studies on the promotlve e丘ect of
gibbereⅡln on the growth of celery plant
Tohoku Jour. Agr. Res.
V01.13, NO.2,109~117 9
東北大学農学部
チューリップのサーモペりオディシティと球根成分の消
園芸学会雑誌第29巻第4号323~330長について
8 園芸学会
球根の発育並に成熟に伴う養分の流動蓄積に関する研究
園芸学会雑訣第Ⅱ巻第3号2乳~257
17 園芸学会
房2別冨山疏菜の科学
2蝿農芸科学社果樹の作り方
サッマイモの栽培と貯蔵 252
地球H_叛株式会社
Hideo lto ,
Takasi saito and
Tomio Ha ayama
19624月伊東秀夫
19368月 Hideo lto
19638月
1967
Hideo lto, Toru
Kato and
Yosltaka Konno
7月
6月
7月
3月
1962
杉山適儀,福島栄
伊東秀夫^
7月
伊東秀夫
伊東秀夫
伊東秀夫
Toru Kato
and Hideo lto
1960 12月
1940
伊東秀夫,加藤徹
豊田篤治
9月伊束秀夫
19↓3
1948
1949
゛

含・ 8e 彰誰'何.11 鼎
